
2013年度入学試験問題       206
情報科学部A方式

3 限 物   理 (60分 )

く注意事項〉

1.試験開始の合図があるまで,問題冊子を開かないこと。

2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3.問題文は 2ページから8ページまでとなっている。

解答上の注意

1.問題文中のア,イ ,ウ ,… のそれぞれに当てはまるものを問題ごとの解答群

から選び,マークシー トの解答用紙の対応する欄にマークをして解答 しなさい。

なお,以下に示す例の通 リマークしなさい。例の通 りになっていない場合は適切

な採`点
ができないので注意すること。

2.マ ークシー ト記入上の注意については,問題冊子の裏表紙に記載 してあるの

で,こ の問題冊子を裏返して読みなさい。ただし,問題冊子を開かないこと。
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例 解答欄 解答 記入の仕方

1 Ettlkm/h 3km/h Ettl km/h

ワ

“ □ ×10回 kg

30 kg 回 ×10回 kg

3 kg 回 ×10回 kg

0 ×10回 kg

3. 匠ョ×10日 kgtt m□ s□ 0.3m/s 回 ×10Eコ kgtt m□ s□

4.
□ ,in θ+ 

日
cOs θ

sin θ □ sln θ+ [三
] COs 

θ

~COS θ
回  sln 

θ+ 
日

cOS θ

0
回

sin θ+ 
回

cOs θ

5.
□
一日

0
回
一□

sin θ



〔I〕 以下の空欄に最も適切なものを解答群から選んで答えよ。解答は有効数字 1桁

とする。

(1)=定の加速度でχ軸上を運動する物体がある。

物体は時刻′=0に原点を速度 0で出発する。′=ls,2s,… と1秒間隔

で測定した位置は

χ=2m, 8m,18m,32m¨ 。          ヽ

であった。加速度の大きさは

α=□ Ⅲ/s2

である。また′=2sの とき速さは

υ=日 m/s

である:

(2)図 Iは,直線上を運動する物体の速さが時間の経過とともに変化する様子を

示す。′=2sにおける物体の速さυと加速度の大きさαをグラフから推定す

ると,     1
υ= 回  

×10[≡]In/s

α ==[ヨ 
× 16□ m/s2

である。また′=0から10sの間に物体が移動した距離は

∠χ= [≡]× 10□ m

である。                     ィ
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□～Eヨ の解答群

時間′[s]

図 I

① l

⑥ 6

⑪ -1

⑩ -6
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“
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７
・

２

　

７

　

一　

　

一

②

⑦

⑫

⑫

③ 3

③ 8

⑬ -3
⑬ -8

④ 4

⑨ 9

⑭ -4
⑩ -9

⑤ 5

⑩ 0

⑮ -5
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〔Ⅱ〕図Ⅱのように水平な台をもつビストンPの上に,

解 =8.O kgの 物体 0を つるす。ばね Sは フック

カ=98N/mで ある。

天丼から軽いばね Sで質量

の法則 に従 い,ばね定数 は

は Pか ら離れて静止 している。このとき,ばね Sは

10日 m

図 Ⅱ-1 図 Ⅱ-2

以下の空欄に最も適切なものを解答群から選んで答えよ。なお,重力加速度の

大きさをσ=9.8m/s2と し,解答の数値は有効数字 2桁で計算した結果を四捨

五入して答えよ。

(1)図 Ⅱ-1の ように,0

自然長から

∠ム=□ ×
だけ伸びた状態にある。

(2)図 Ⅱ-2の ように,ばねSが自然長がら∠ら

げた。このときPが 0を押す力の大きさF2は

ら =Iコ ×10回 N

である。ここで,力の単位 Nは

lN=l kg□ m□ s□

である。

=0.2mだけ縮むまで Pを 上
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(3)(1)か ら(2)の状態になるまでに,Pが 0に した仕事の大きさフ昨は

%1日 ×ЮttL
ばねSが 0に した仕事の大きさ7sは

聰皇回 ×ЮttJ

である。ここで,仕事の単位 Jは

lJ=ikgtt mtt s□

である。

に)(2)の状態から一定の加速度 αで Pを下げるとき,Pが運動を始めると同時

にOが Pか ら離れた。加速度 αの大きさの最小値は

×101コ
'm/s2

である。

に)に おいて,Pと Oが離れた後,0の運動を邪魔

うと0は振動運動をした。0が最下点に来るとき,

くらべて

∠ム=□ ×10回 m
だけ下がる。

□
～

回
の解答群

しないようにPを取 り払

ばね Sの 自然長のときに

① l

⑥ 6

⑪ -1
⑩ -6

② 2

⑦ 7

⑫ -2
⑫ -7

③ 3

③ 8

⑬ -3
⑬ -8

④ 4

⑨ 9

⑭ -4
⑩ -9

⑤ 5

⑩ 0

⑮ -5
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〔Ⅲ〕 〃平面上で円がχ軸上を滑らずに転がって進む。円の半径はα, 1回転に要

する時間はT,回転の速さは常に一定である。このとき,時刻′における円周上

の点 Pの座標 P(χ ,ノ

χ(′)=α

は

毛計′二dn(毛計→トズの二α{1上
∞s(毛缶′)|

となることが知られており,図Ⅲは Pの軌跡を示す。

α=lm,T=10sと して,以下の空欄に最 も適切なものを解答群から選ん

で答えよ。解答の数値が整数と異なる場合は四捨五入 して有効数字 1桁 とする。

図Ⅲ

(1)0≦ ι<Tの範囲で,Pがχ軸から最も遠 く離れた位置 Rに来る時刻は

′=□ ×Ю□s

である。

(2)あ る時刻′におけるPの速度ベクトル了=

ψ(′)す るとき

がχ軸 となす角 を

憾n(ψ (1))=回 ×Ю回
である。

(3)円の中心 Cが移動する速さは

70=π ×
□

×10甲 m/s

である。

の
７

激

一″
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に)円周上の点 Pがχ軸に接 した位置 Qで Pの速さは

7Q=π ×□ ×10日 五/s     ~
またPがχ軸から最も離れた点Rを通過するときの速さは

7R tt π×
日

×10回 m/ζ

である。

(5)一月期の間にPが径路にそつて動く距離は定積分

II=fry/(劣|∫ 十 (参 ∫
″で与、えられる。この積分あ被積分関数は時間ι

の関数であり

(争∫+
ヽ

２

‐

ノ

の
７
′

となる。

/(争∫
―

(場ギ訪=[コ ×α

=子 {回 +□ ×gn(十′)+図 ×dn(争″
)

軍回×∞s(十′
)ナ 回挙∞s(争′

)}

(6)(5)の定積分を実行するための準備 として,サイン関数の定積分を求めると

ズ'dn θルθ二□,Iπ dnθαθ=□ ,

J「'sin 
θ αθ二 [2], I″ sin θ αθ= [三]

となる。

(7)(6)の結果を利用すると(5)の定積分の値は

ιttfr

となる。 ′
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□
～

国
の解答群
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６

１
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一

①

⑥

一⑪

⑩

② 2

⑦ 7

⑫ -2
⑫ -7

③ 3

③ 8

⑬ -3
⑬ -8

④ 4

⑨ 9

⑭ -4
⑩ -9

⑤ 5

⑩ 0

⑮ -5
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